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＜連絡事項＞

· 8/26　17：30より、4階ユーティリティーにてSST勉強会あり。

· 8/29　17：30～院内研修「精神保健福祉法」あり。参加出来るものは参加すること。

· 記念誌で使用するイラストを通所リハビリテーション室より２枚出して欲しいとのこと。デイケアより1枚、デイナイトケアより1枚作成し、9/1までに提出すること。

＜外来より情報提供＞

· 鈴木　恵美子様～食事、睡眠に問題ないとのこと。食事には気を付けているが、便が出にくいと話

　　　されており、アローゼン1日６包を7日分処方されている。

· 中居　松男様～食事、睡眠に問題ないとのこと。主治医より「疲れないようにして下さい」との助

言あり。

· 長瀬　紘一郎様～「調子いいです」と話されている。

· 鹿原　博夫様～「夏バテが治った」と話されている。

＜退院療養計画検討・報告＞

○庭野　弘樹様　H17.8.27退院予定　西病棟入院

· 現実検討能力が低く、「退院すれば何でもできる」「すぐに仕事に就ける」との考えがある。

· 疾病教室では、自分には関係のない事、聞いても意味がないと話されており、病識の乏しさが見られる。現在の所、病棟において服薬の問題は見られていない。本人は服薬ボードは必要ないと話されるが、母様に服薬ボードの購入を勧める。

· 入院時の知能検査では指数はほぼ標準。（状態安定時には指数は高いと思われる）

· 合併症として糖尿病があり、薬物療法は行っていないが食事療法は行っている。

· 創造性の低さが見られ、単純作業は持続せず。「飽きやすいから変化があるほうがいい」と話される。本人就労希望あるため、工場等に就職すれば単純作業が多いため、練習する必要があると説明すると「ああ」と答えている。

· 退院後は週に1日は訪問看護実施予定。

※退院後はデイケア通所予定となっており（主治医意向）、明日15:00母様と2人でデイケア見学及びオリエンテーションのため来所予定。退院後は週に4日デイケア通所を予定している。デイケアへはバスを利用して通所するとのこと。主治医より、退院後直ぐに通所を開始させたいとの話あり、本日主治医に指示箋及び食事箋記載依頼し、明日、見学･オリエンテーション後、通所の意志確認及び目標の設定の後にご家族に申込書記入の依頼を行う。

＜プログラム内容検討＞

· 体育館使用時に、作業療法終了後の入院患者様と、利用者様の移動時間が平行する事がしばしばみ

られる。また、デイケア利用者様の数名が作業棟に行こうとされることがある。そのため、①人数確認の困難さ、②施錠確認の不確実さ、③トラブルの危険性が想定される。

⇒作業療法利用患者様と通所利用者様が体育館を通過する時間が並行しないように、移動時間を現在10:50であるが、11:00にすること

⇒スタッフより、体育館以外の部屋への入室は禁止されている事を説明する事、作業療法スタッフにも同じく声掛けをしていただくこと

としたいと考える。

· 現在実施しているクラブ活動が、他のプログラムと重複するような内容になっており、メリハリに欠ける。クラブでの活動内容に変化がなく、メリハリに欠ける。現在あるクラブ数から種目を増やし、より個別的な対応が行えるようにしていきたい。

⇒マンネリ化を防ぐ為、数ヶ月おきに参加するクラブを変更できる様な制度にする。

⇒新種目として導入したい活動。①メイク（適切なメイクの指導の場として・楽しみの場として・自己への関心を高めるため）②手芸（実生活に活用するため・趣味的活動の拡大・楽しみの場として）③料理（料理活動に興味があるが雑誌を眺めるにとどまっている方の自己実現の場として・楽しみの場として・調理技術の維持向上）

としたいと考える。

≪添付資料：青山荘定例会議報告≫

大久保　康弘様～青山荘では特に変わりなく過ごされている。月曜、担当職員の机の上に、黙って自分の書いた詩を綴ったファイルを置いている事あり、職員がどうしたのか尋ねると「いいです」とファイルをそのまま持ち帰る事あり。

村田　昭一様～グループホーム入所の日程調整が出来ておらず、入所日が未定の状態。何度も青山早退所日について聞きにこられている。日程調整で来次第本人に日程を告げるＫと尾を説明すると「わかった」と返事されている。生活面では特に変わりは見られていない。

田名部　一樹様～パセリー菜にて職親体験実施している。パセリー菜へは徒歩にて通っており、職務内容は掃除･鉢の荷分け等、時間は1時間である。接客は、他の職親利用者よりも出来ているとの評価を得ている。御両親も職親をやらせてみたいと話されている。本人は「どうしようかな」と話されているが、拒否的ではなく、やるならやってみても良いとのこと。本日で3日間の職親体験終了する為、終了後スタッフと面談実施し、今後について話し合いをする予定。

田澤　勝敏様～先週、朝食の注文を忘れ、自分でパンとジュースを購入しに行く事あり。調理教室にて、「得意料理はカレー」と話されているが、ニンジンの皮やジャガイモの芽をとらずに調理しようとする事あり、指摘するも「栄養があっていい」等と話されている。今後、基本的な調理方法について指導していく。

袴田　淑子様～朝食を食べたり食べなかったりとムラが見られる。理由を問うと「さっき～食べたから」とお菓子を食べたことを話されている。栄養面での指導を行っていく。

中居　松男様～デイケア終了後ぐったりとしている事が多い。退所後の生活で何が必要かとの質問に「金銭管理」と答えており、現在の金銭面について確認すると無駄な出費が多く見られる。今後、表等を用いて金銭管理に対するアプローチを行っていく。また、自分で単身生活になった際の出費の内訳表を作成しているが、不足している部分が多く、指摘すると「あっそっか」と話されている。スタッフより、具体的な指導も合わせて指導を行っていく。退所後もデイケア通所継続したいと話されている。食事の面で味付けの濃さが見られており、塩分を多く摂取する事でどうなるか本人は理解しており、健康面を考えて味付けするように説明している。

関口　禅様～17～19日自宅に外泊されている。墓参りや海、銭湯などに行って来たとの事。外泊時、

「母と弟に会い、少し話が出来てよかった」と話されている。肩の痛みは一時消失して

いたが、最近痛むようになってきたと話されている。五十肩体操のやり方について再度指導を行っていく。

巴　勇樹様～外泊時に自宅からデイケアまでバスを利用して通所する事が出来ている。今後は1週間

などの長期の外泊を実施し、デイケア通所の練習を行っていくことを検討している。ご

両親が手帳と年金の申請を進めており、今後も継続してアドバイスを行っていく。

平　康子様～ウォーキングを継続して行っているが、スタッフが声掛けしないとさぼりがちである。

夜中に口をもごもごさせながら自室を出てくる事あり、「デイケアで貰ったお菓子を食べていた」と話されている。青山荘他入所者からも食べ物を貰って食べている事があり、スタッフが指導しているが「くれると言ってくれているのに断れない」と話されている。ウォーキングの効果が出ない事を説明している。自炊では計画性がなく、重複した物を購入されることがあり、腐らせている事がみられる為、指導を行っていく事としている。

清水　泰雅様～２度寝しない様に、自室の窓を開け、布団を上げるところまでスタッフが見守る事としている。以降、徐々にデイケア通所時間が早くなっているがスタッフが声掛け市内と起きれない状態。今後、自宅からデイケア通所の練習を行っていく事としている。

番沢　政勝様～自炊が手抜きになってきている。今後、メニューの振り返りを行っていく。青山荘では、デイケア利用者様が恐いとの話はされていないとの事。

